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「
近
代
」と
は
明
治
維
新
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
終

結
ま
で
、「
近
代
化
」
と
は
近
代
的
な
状
態
へ
の
移
行

と
そ
れ
に
伴
う
変
化
を
示
し
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、「
近
代
化
遺
産
」
の
定
義
は
辞
書
に
あ

り
ま
せ
ん
。
わ
が
国
が
近
代
化
を
遂
げ
る
上
で
一
定

の
役
割
を
果
た
し
た
建
造
物
な
ど
を
示
す
言
葉
で
、

平
成
二
年
ご
ろ
か
ら
使
わ
れ
始
め
ま
し
た
。

　

平
成
一
七
年
、
岡
山
県
文
化
財
保
護
協
会
は
『
岡

山
県
の
近
代
化
遺
産
〜
岡
山
県
近
代
化
遺
産
総
合
調

査
報
告
書
〜
』
を
発
行
し
ま
し
た
。
こ
の
調
査
は
、

近
代
化
遺
産
と
は

文
化
庁
と
都
道
府
県
が
、
今
後
、
文

化
財
と
し
て
保
護
・
活
用
し
て
ゆ
く

建
造
物
を
確
認
す
る
た
め
に
始
め
た

も
の
で
す
。

　

「
世
界
遺
産（W

o
rld
H
e
rita
g
e

）」

の「H
e
rita
g
e

」と
は
先
達
の
文
化
遺

産
を
意
味
し
ま
す
。
わ
が
国
が
「
世

界
遺
産
条
約
」
を
締
結
し
た
の
は
平

成
四
年
。
決
し
て
早
か
っ
た
と
は
い

え
ま
せ
ん
が
、「
自
然
遺
産
」の「
屋
久

島
」、「
文
化
遺
産
」の「
姫
路
城
」と
は

性
格
の
異
な
る「 
石  
見  
銀
山 
と
そ
の

い
わ 

み 

ぎ
ん
ざ
ん

文
化
的
景
観
」が
、平
成
一
九
年
に「
世
界
遺
産
一
覧

表
」に
記
載
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、「 
富  
岡  
製  
糸 

と
み 
お
か 
せ
い 

し 
場 
と
関

じ
ょ
う

連
す
る
産
業
遺
産
」と「
九
州
・
山
口
の
近
代
化
産
業

遺
産
群
」は「
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
」に
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命
発
祥
の
地
「
ア
イ
ア
ン
ブ
リ

ッ
ジ
渓
谷
」
と
、
鉱
物
資
源
の
一
大
産
地
「
コ
ー
ン

ウ
ォ
ー
ル
と
西
デ
ヴ
ォ
ン
の
鉱
山
景
観
」
は
世
界
遺

産
に
認
定
さ
れ
た
近
代
化
遺
産
で
す
。
今
や
、「
産
業

景
観
」
が
世
界
遺
産
に
な
る
時
代
で
す
。

　

わ
が
国
に
西
洋
の
建
築
技
術
を
伝
え
た
の
は
、
お

 
雇 
い
外
国
人
の
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
ら
で
し
た
。

や
とコ

ン
ド
ル
は
、
東
京
大
学
の
前
身
と
な
る
「 
工  
部  
大 

こ
う 

ぶ 

だ
い

 
学  
校 
」で
日
本
人
技
術
者
の
育
成
に
あ
た
り
ま
し
た
。

が
っ 
こ
う

「
東
京
駅
」な
ど
の
設
計
で
著
名
な 
辰  
野  
金  
吾 
や
、「
京

た
つ 

の 

き
ん 

ご

都
国
立
博
物
館
」
な
ど
の 
片  
山  
東  
熊 
ら
は
そ
の
直
系

か
た 
や
ま 
と
う 
く
ま

で
す
。

　

こ
う
し
た
政
府
主
導
型
の
近
代
建
築
を
「 
官 
の
系

か
ん

譜
」、地
方
の
棟
梁
や
大
工
な
ど
が
見
よ
う
見
真
似
で

取
り
組
ん
だ「 
擬  
洋  
風  
建  
築 
」を「 
民 
の
系
譜
」と
呼
び

ぎ 

よ
う 
ふ
う 
け
ん 
ち
く 

み
ん

ま
す
。

　

明
治
政
府
は
「
近
代
化
」
を
急
ぎ
ま
し
た
が
、
人

材
の
育
成
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
破
格
の
報
酬

で 
招 
し
ょ
う 

聘 
さ
れ
た
お
雇
い
外
国
人
た
ち
に
発
注
し
た
の

へ
い

は
工
場
や
官
庁
な
ど 
殖 

し
ょ
く 

産  
興 

さ
ん 
こ
う 

業 
や
行
政
関
連
の
建
物

ぎ
ょ
う

で
、
地
方
に
ま
で
お
雇
い
外
国
人
を
派
遣
す
る
余
裕

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

わ
が
国
が
、
僅
か
三
〇
年
で
近
代
国
家
の
仲
間
入

り
を
果
た
し
た
の
は
、
江
戸
時
代
ま
で
に
培
っ
た
建

築
技
術
と
勤
勉
さ
の
ほ
か
に
、
棟
梁
や
大
工
の
熟
練

し
た
技
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

「
高
梁 
基  
督 
教
会
堂
」
と
「
旧
高
梁
尋
常
高
等
小
学

き
り 
す
と

校
本
館
」は
高
梁
市
街
の
擬
洋
風
建
築
の
双
璧
で
す
。

明
治
二
二
年
と
明
治
三
七
年
の
竣
工
。
当
時
、
ま
だ

伯
備
線
は
開
業
し
て
い
ま
せ
ん
。 

花  
崗  
岩 
と
木
と
い

か 

こ
う 
が
ん

う
地
元
の
材
料
を
使
っ
た
堂
々
た
る
建
物
で
す
。

　

そ
う
し
た
「
高
梁
の
近
代
化
遺
産
」
を
、
こ
れ
か

ら
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
文
・
吉
備
国
際
大
学
社
会
学
部
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
准
教
授　

小
西
伸
彦
さ
ん
）

京都国立博物館本館。明治２８年竣工、３０年開館。ジョサ
イア・コンドルの薫陶を得た、嘉永６年長州生れの建築
家・片山東熊の設計。本館、表門、札売場、袖塀は重要文
化財。

旧高梁尋常高等小学校本館。現在の高梁市郷土資料
館。天井を高くとり、正面ポーチを中心に、ほぼ左右
対称の木造建築。明治から大正にかけての学校建築
の傑作。市指定重要文化財。

高
梁
の

近
代
化
遺
産
�


